
こ
の
ほ
か
、
各
分
団
で
定
期
訓
練
を
行

い
、
技
能
の
熟
達
に
努
め
る
と
と
も
に
、

気
象
警
報
発
令
時
に
警
戒
活
動
を
実
施
す

る
な
ど
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

地
域
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
市
内
各
地
区
に
設
置
さ
れ
、
消
防
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
を
守
る
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
に
か

け
て
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
も
多
く
、

１
年
の
う
ち
で
も
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ

ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
地
域
に
密
着
し
て
活
動
す
る
消
防
団

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る

火
災
や
災
害
は
時
と
場
所
を
選
ば
ず
、

突
然
私
た
ち
に
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
、
市
が
実
施
す
る
防
災
訓

練
に
参
加
し
た
り
、
救
命
講
習
会
を
受
講

す
る
な
ど
、
家
庭
や
地
域
で
も
防
災
に
関

す
る
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
内
自
治
会
の
約
半
数
に
あ
た
る
５８
の
自

治
会
で
自
主
防
災
組
織
が
編
成
さ
れ
、
情

報
・
消
火
・
避
難
誘
導
・
救
出
救
護
・
給

食
給
水
な
ど
の
班
を
作
り
、
災
害
発
生
時

に
自
分
た
ち
の
地
域
内
で
被
害
の
発
生
・

拡
大
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
や

援
助
の
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の

地
域
の
情
報
に
気
を
配
り
、
万
一
に
備
え

て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期
消
火
や

災
害
時
の
応
急
処
置
、
地
域
で
組
織
的
に

避
難
す
る
体
制
作
り
な
ど
は
、
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
は
安
全

に
行
わ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
万
一

の
際
に
地
域
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
先

頭
に
立
ち
、
消
防
署
と
力
を
合
わ
せ
て
速

や
か
に
消
火
活
動
や
救
助
活
動
に
あ
た
る

の
が
、
消
防
団
で
す
。

消
防
団
の
活
動

消
防
団
の
起
源
は
、
江
戸
時
代
の
町
火

消
と
い
わ
れ
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

で
守
る
」
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

火
災
を
は
じ
め
地
震
・
風
水
害
な
ど
の
災

■
１
年
間
の
主
な
活
動

４
月
中
旬

新
入
団
員
入
団
式

８
月
初
旬

七
夕
ま
つ
り
警
戒

８
月
下
旬

防
災
訓
練

１０
月
中
旬

ポ
ン
プ
操
法
大
会

１１
月
下
旬

消
防
団
特
別
点
検

１２
月
下
旬

歳
末
特
別
警
戒

１
月
初
旬

消
防
出
初
式

１
月
初
旬

地
域
防
災
訓
練

１
月
初
旬

文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練

２
月
中
旬

消
防
団
家
族
慰
安
会

春
季
・
秋
季

火
災
予
防
運
動

2

皆
さ
ん
の
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
る
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日
ご
ろ
、
消
防
団
に
対
し
格
別
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
狭
山
市
消
防
団
は
現
在
７
個
分
団
、

３
２
４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の

と
お
り
、
非
常
備
消
防
の
私
た
ち
消
防
団
員

は
本
業
を
別
に
持
ち
、
毎
月
数
回
の
車
両
点

検
、
器
具
点
検
お
よ
び
訓
練
を
行
い
、
火
災

が
発
生
す
れ
ば
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け

る
消
防
組
織
で
す
。
今
年
も
全
国
で
大
き
な

災
害
が
発
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍

し
て
い
る
消
防
団
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
が
大

き
く
報
道
さ
れ
、
そ
の
重
責
を
あ
ら
た
め
て

痛
感
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
消
防
団
員
は
長
い
歴
史
と
伝
統
に

培
わ
れ
、
諸
先
輩
が
た
の
防
災
の
心
を
大
切

に
郷
土
愛
護
の
精
神
で
市
民
皆
さ
ん
の
安
心

と
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、消
防
本
部
、

消
防
署
と
連
携
を
密
に
し
、
一
致
協
力
し
て

よ
り
一
層
消
防
団
活
動
に
ま
い
進
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

狭山市消防団長

河 井 芳 昭

８月に行われる防災訓練では、分団ごとに各地
区の会場に参加し、地域のかたや消防署員と一
緒に訓練を実施します

害
が
起
き
た
と
き
に
は
地
域
に
密
着
し
て

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
以
後
、
市
民
か
ら
消
防
や
防
災

に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
の
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
消
防
団
と
、
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
防
災
活
動
の

重
要
さ
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
各
地
で
地
震
や
火
山
の
噴

火
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
は
ん
ら
ん
な
ど

の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
被
害
も
大
き
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
消
防
署
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
も
あ
り
、
地
域

の
事
情
に
詳
し
い
消
防
団
の
活
躍
が
生
か

さ
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
火
災
の

み
な
ら
ず
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
即
時
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
団

員
は
日
ご
ろ
か
ら
各
種
訓
練
や
警
戒
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
尊
い
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に

現
在
消
防
団
は
、
団
本
部
の
も
と
７
つ

の
分
団
で
編
成
さ
れ
、
団
長
以
下
３
２
４

名
の
団
員
が
地
域
に
密
着
し
た
防
火
・
防

災
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
団
員
は
農

業
、自
営
業
な
ど
地
域
の
就
業
者
の
ほ
か
、

事
業
所
に
勤
務
す
る
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
団
員
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
各
地
区
で
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

際
に
は
即
時
対
応
で
き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
く
自
分
た
ち
の
活
動

に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

市
で
は
、
消
防
団
の
活
動
能
力
を
高
め

る
た
め
、
消
防
団
車
両
、
車
庫
な
ど
施
設

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
団

員
が
消
火
時
に
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
、

燃
え
に
く
い
生
地
を
使
用
し
、
明
る
い
ブ

ル
ー
を
基
調
と
し
た
作
業
服
を
今
年
の
８

月
か
ら
採
用
し
て
い
ま
す
。

若
い
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」、「
自
分
の

力
を
何
か
に
生
か
し
て
み
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
か
た
、
日
ご
ろ
の
消
防
団
活
動
を

見
た
い
か
た
は
左
表
の
役
員
に
連
絡
す
る

か
、
活
動
日
に
直
接
地
域
の
消
防
団
の
車

庫
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
消
防
団
は
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
へ
�
９
５
３－

７
１
１
２

■狭山市消防団役員連絡先一覧
�９５２－２６５５
�９５２－２８１９
�９５６－０７７０
�９５７－５１６９

入間川地区および狭山台地区の一部
�９５２－２２２７
�９５９－３５４９

入間川地区
�９５４－１４６９
�９５２－２５６５

入間地区
�９５９－２５５５
�９５８－５５０５

堀兼地区および狭山台・新狭山地区の一部
�９５２－５０２２
�９５９－８６８２

奥富地区および新狭山地区の一部
�９５４－５９９５
�９５３－１６９４

柏原地区
�９５２－２４５６
�９５５－１３１９

水富地区
�９５２－２６３５
�９５２－２４４０

河 井 芳 昭
平本良太郎
本 木 茂
水 村 明 宏

宮 木 義 則
島 村 孝 章

井 上 好 史
三 上 卓 延

本 橋 信 介
中 嶋 満

諸 口 栄 一
小 澤 俊 夫

栗 原 保 男
山 � 忠 洋

岩 � 勝 彦
小谷野憲造

近 藤 博 彦
宮 野 守 郎

団 長

副団 長

担当地区
分団 長
副分団長
担当地区
分団 長
副分団長
担当地区
分団 長
副分団長
担当地区
分団 長
副分団長
担当地区
分団 長
副分団長
担当地区
分団 長
副分団長
担当地区
分団 長
副分団長

団
本
部

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
７
分
団
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